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 下の図のように，円 O の周を３等分する点 A，B，C がある。線分 OB 上

に点 D を，OD：DB＝5：8 となるようにとる。また，円 O の周上に点 E を，

線分 CE が円 O の直径となるようにとる。点 E を含むおうぎ形 OAB の面積

は 54π cm2である。このとき，次の問い（1）～（3）に答えよ。 

 

（1）点 E を含むおうぎ形 OAB の中心角の大きさを求めよ。 

（2）円 O の半径を求めよ。 

（3）線分 AD と線分 CE との交点を F とするとき，線分 CF の長さを求め

よ。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答例】※あくまでも例 

（1）（1 点） 

点 A，B，C は，円 O の周を３等分しているので，360÷3＝120° 

（2）（2 点） 

円 O の半径を r とすると， 

点 E を含むおうぎ形 OAB = ��2 × 1
3

= 54� �2 = 162 � > 0 より，� = 9√2 

�√� �� 

（3）（3 点）（解答例 1） 

△OAD において，  

∠AOF＝∠DOF＝60°（※） 

また，OA：OD＝13：5 である。 

角の二等分線公式を導いたと

きに引く補助線を引く。点 D

から FO に平行な直線と，直線

AO との交点を G とする。 

すると，△ODG は全ての内角

の大きさが 60°なので，正三

角形となる。 

△AOF∽△AGD で，OF：GD＝13：(13＋5)＝13：18 となるから， 

OF = 13
18

GD = 13
18

OD = 13
18

× 5
13

OB = 5
18

OC  

CF = OC + 5
18

OC = 23
18

OC = 23
18

× 9√2 =
��√�

�
 �� 

（解答例 2）△AFE∽△DFO に気づく解き方の方が一般的。 

AE：OD = 5：13 より，OF = 5
18

OE とすぐ気づく。 

（※）∠CAO＝120°より，∠OAE＝60°となるから，△OAE も△OBE も

正三角形となる。 
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【コメント】 

 （1）（2）は教科書レベルの問題です。基礎が大事ですね。 

（3）は（私は）角の二等分線が出てきたら，角の二等分線公式導くとき

に用いる例の補助線を引くようにしています。少し邪道かも。似たような

問題に， 

2011 年東邦大学附属東邦高等学校 https://hokkaimath.jp/blog-entry-244.html 

があります。60°が出てくるので有名三角形かなと思ったら，ドンピシャ，

正三角形が出てきますね。半径が9√2，OD：DB＝5：8 なので， 

OD = 5
13

× 9√2 =
45√2

13
 

と先に計算して，問題を解いていきたくなりますが，非常に面倒なことに

なります。比のまま計算していくと良いですね。 
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